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いつでも、どこでも、誰でも、 自分らしく生きるために
特集　男女共同参画

「性別」と「ジェンダー」
　男女共同参画を推進するうえで重要な考え方として生物学
的な「性別」と「ジェンダー」があげられます。身体的特徴
による生物学的な性別に対し、「ジェンダー」は、いわゆる
「男性らしさ」「女性らしさ」といった、社会的・文化的な
性別を意味します。
　誰もが差別や偏見なく個性と能力を表揮できる「ジェンダー
平等」の社会を目指す必要があります。

男女共同参画社会とは
　男女共同参画社会とは、男性も女性も性別に関係なく、

意欲に応じてあらゆる分野で活躍できる社会のことです。

国では平成11年に施行した「男女共同参画社会基本法」

により、次の５つの基本理念を掲げています。

　①男女の人権の尊重
　②社会における制度または慣行についての配慮
　③政策等の立案および決定への共同参画
　④家庭生活における活動と他の活動の両立
　⑤国際的協調

町の取組み
　町では、「舟形町男女共同参画推進計画」を策定し、町民一人
ひとりが、自分や身近な人々を思いやり、認め合い、支え合う
まちづくりを目指すことを基本理念として、男女共同参画社会
の推進に取組んでいます。
　男女共同参画社会の実現を目指し、
　①男女協働社会の実現に向けた基盤づくり
　②男女がともに活躍できる環境づくり
　③健康で安心して暮らせる社会づくり
　これら３つの基本目標に基づいた施策を展開しています。
　現在、舟形町男女共同参画推進委員会（会長  伊藤明美さん）
により次期計画の策定が進められています。

　ジェンダー平等はSDGs
の目標の一つにも掲げられ
ている重要な課題です。

　町では「住んでいる人が誇れるまち
づくり『わくわく未来ふながた』」を
目指し､男女共同参画を推進しています。

　｢男性だから」｢女性だから｣、性別などを理由にモヤモヤを感じたことはありませんか。誰もが自分らしく、

個性や能力を発揮できる社会をつくるために必要なことを、いっしょに考えていきましょう。
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